
 

 

 

 

第６学年 道徳科学習指導案 

１ 主題名「差別のない社会に」（内容項目：C-13 公正、公平、社会正義） 

２ 教材名「みんなが幸せに暮らせる社会へ」（出典「小学道徳６ はばたこう明日へ」教 

育出版） 

３ 主題設定の理由 

「公正、公平、社会正義」は、誰に対しても差別をすることや偏見をもつことなく、

公正、公平な態度で接し、正義の実現に努めることに関する内容項目である。社会正義

の実現は、真実を見極める社会的な認識を高め、思いやりの心などを育むことが基本と

なる。公正、公平は、私心にとらわれず誰にも分け隔てなく接し、偏ったものの見方や考

え方を避けるよう努めることであり、人間がもつ弱さを乗り越えて、自らが正義を愛す

る心を育むことが不可欠である。第６学年の指導に当たっては、公正、公正、社会正義の

意義及びその大切さについての理解を深め、周囲の雰囲気や人間関係に流されず、不当

な行為は絶対に行わない、許さないという断固たる実践意欲や態度を育んでいきたい。 

  本学級の児童は、自分が公正、公平な態度で行動することがよりよい学級、学校づく

りにつながっている自覚を高めている。誰に対しても差別をすることや偏見をもつこと

なく、公正、公平な態度で接し、正義の実現に努めていく態度を育てるために、道徳の

時間以外では、縦割り活動に取り組んでいる。班のリーダーとして下級生とともに清掃

活動や遠足、自由研究交流会等を行う中で、誰にでも分け隔てなく接し、公正で公平な

態度で行動する児童の姿が見られた。 

  本教材は、差別や偏見をもってしまう人間の弱さに着目することで、児童が自分自身

の問題でもあると意識することができる内容である。誰に対しても公正、公平な態度で

接し、正義の実現について考え、自覚を深めることができるようにするために、差別や

偏見のない社会の実現について自分との関わりで、多面的・多角的に考えさせたい。そ

のために、一つ目の発問では、「なぜ差別や偏見をもってしまうのか」と問い、考えを交

流することで、人間理解を深めることができるようにする。さらに、中心的な発問では、

「差別や偏見のない社会にするにはどのような考え方が大切なのか」と問い、多面的・

多角的に考え、共有することで、他者の多様な感じ方や考え方に触れ、自己を深く見つ

め、自己の生き方について考えを深めることができるようにする。 

４ 本時のねらい 

 差別や偏見のない社会の実現に向けて大切な考え方について多面的・多角的に考え、

共有することを通して、人間のもつ弱さを乗り越え、公正、公平な態度で行動しようと

する実践意欲や態度を育てる。 

「自己の生き方についての考えを深める」 

を重点とした道徳科の授業づくり 



５ 本授業のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の展開 

 学習活動 〇主な発問 ・予想される生徒の発言 ・留意点 ☆評価の観点 

導

入 

１ 差別や偏見について考える。 

○ 世の中にある「差別」の問題を知っているだろうか。 

・性別、見た目、人種、病気、障がい・・・ 

○ このような問題についてどう考えているか。 

・良くないと思う。 

・でも、実際になくなっていない。 

・解決することはあるのかな。 

２ 本時のテーマをつかむ。 

本時のテーマ：「差別や偏見のない世の中をつくるために気を

付けていきたい大切な考え方は何だろう。」 

・必要に応じて、ニュース等の内

容から、差別や偏見の問題を

児童に提示する。 

・児童の発言をつなぐことで、児

童自らが差別や偏見の問題は

解決が簡単ではないことに気

付き、問題意識や問題追及の

意欲をもつようにする。 

展

開 

３ 教材「みんなが幸せに暮らせる社会へ」を読み、話し合

う。 

○ 同じ小学生が書いた文章を読んで、どう思ったか。 

【価値理解】 

・同じ人間なのに苦しむ人がいるのはおかしい。 

・差別はよくないなと思う。 

・人権が守られていない。 

・男子だからとか、女子だからとか言われることがある。 

・勝手に決めつけられて嫌な想いをしたことがある。 

・友だちのことを傷つけてしまったことがあったな。 

○ 差別や偏見がよくないことは誰もがわかっているはず

なのに、なぜ差別や偏見をもってしまうのだろう。  

【人間理解】 

・人間の自分が上に立ちたいという心から。 

・弱いと思う者を下に見る心から。 

・自分の勝手な人や物の見方から。 

・なんとなく楽しそうだという心から。 

・特に意味はなく周りに流されて一緒になって。 

４ 自己の生き方について考えを深める。 

中心発問 

○ 差別や偏見のない社会にするには、どのような考え方

が大切なのだろう。          【他者理解】 

・相手によって態度を変えないこと（公平） 

・差別は決して、してはいけないと考えること（善悪の判

断） 

・教材文から感じたことや考え

たことを話し合うことを通し

て、価値理解が深まるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・交流を通して、人間理解が深ま

るようにする。 

 

 

・自分の意見とその理由を交流

することで、多面的・多角的に

道徳的価値を見つめ、自己の

生き方について考えが深まる

るようにする。 

 

 

① 導入場面において世の中に起こっている差別問題について共有したり、展開前半において、友だ

ちとの関係や日常生活の中で自分が経験したことを想起したりすることを通して、自分との関わ

りで捉えることができるようにする。 

② 展開場面において、「なぜ差別や偏見をもってしまうのか」「差別や偏見のない社会にするにはど

のような考え方が大切なのか」を話し合うことを通して、人間の弱さには様々な側面があることな

ど、道徳的諸価値について理解を深めることができるようにする。 

③ 終末場面において、学習を振り返りながらこれからの生き方について考える時間を十分に確保

することを通して、自己の生き方について考えを深めることができるようにする。 

【ポイント①】 

話し合う際、教師が児童の発

言の背景を聞き取ることで、

児童がこれまでの自分の経験

や、その時の感じ方や考え方

と照らし合わせながら考えを

深め、自分との関わりで捉え

ることができるようにする。 



・自分の言葉一つ行動一つに責任をもつ言動を心がける

こと（自由と責任） 

・偏見をもたずに、正しく知ろうとすること（公正） 

・お互いを大切に思いやること（思いやり） 

・一人ひとりちがうということを知ること（相互理解） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

５ 本時の学習をふり返る。 

 ○ 今日の学習を通して学んだことや気付いたこと、これ

からの自分について考えたことを振り返りましょう。 

・差別や偏見は絶対にもってはいけないことだと思った

けど、自分の中にも差別や偏見につながってしまう弱

さがあることも分かった。 

・下級生には公平、公正な態度で接することができてい

ると思ったが、同級生との関わりこそ、気を付けようと

思った。 

☆人間のもつ弱さを乗り越え、

公正、公平な態度で行動しよ

うとすることについて、自分

との関わりで、考えを深める

ことができたか。（発言、振り

返り） 

７ 板書 

 

 

 

 

 

８ ノート・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

＜ふり返り＞ 

・自分は、差別をよくないと思って、人に注意をすることができるけど、一方で、自分にも差別につ

ながる気持ちがあるかもしれないと思った。普段の生活から見直していきたいです。 

・差別や偏見は人を傷つける、絶対にダメなことだと分かりました。自分は、時折思いやりが足りて

ないなと反省することがあるので、これからもっと相手のことを考えて、思いやりをもとうと思

います。 

・だめだと分かっているけど、相手によってはイライラしたときに態度に出てしまうことがあるか

ら、相手に関係なく自分を直そうと思った。 

【ポイント②】 

差別や偏見の問題について、

自分の意見をもち、伝え合う

ことを通して、児童が多様な

感じ方や考え方に接し、多面

的・多角的に道徳的価値を見

つめ、よりよく生きるための

基盤となる道徳性を養うこと

ができるようにする。  

【ポイント③】 

多面的・多角的に考え、交流を通して多様な感じ方や考え

に触れた後に「これからの自分」について考えたことを振

り返る時間を十分に確保することで、児童が本時で深めた

道徳的価値の理解を踏まえ、これまでの自分自身の体験

や、それに伴う感じ方や考え方などを想起し、これからの

自己の生き方について考えを深めることができるようにす

る。 



【授業実践を振り返って】 

人間のもつ弱さを乗り越え、公正、公平な態度で行動しようとする実践意欲や態度を育くむことがで

きるよう、ポイント①～③の工夫を通して、児童が自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己

の生き方についての考えを深めることのできる授業づくりを行いました。 

 児童からは、 

 ・相手に思いやりをもって、分け隔てなく接したい。（思いやり） 

 ・どこの国の人でも、皆同じ人間であると考える。（相互理解） 

・相手との違いにイライラせず、広い心の器をもちたい。（寛容） 

・どんな人にも良さがあるから、「すごいな」と認め合い、好きになっていきたい。（よりよく生きる） 

などの発言が見られ、「親切、思いやり」「相互理解、寛容」「よりよく生きる喜び」等の道徳的価値と関

連させながら、自分との関わりで多面的・多角的に考え、「公正、公平、社会正義」の道徳的価値の理解

の基に、自己の生き方について考えを深めることができました。 


